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研究成果の概要（和文）：現代の東南アジアでは相対的な脱農化と農業発展が同時に進行しており、脱農化パラ
ドクスと呼びうる状況にあることを明らかにした。この背景には東南アジア地域が持つ農業資源の賦存量の大き
さがあると考えられた。また、不確実性の高い環境下で営まれる熱帯農業の特徴を踏まえて人びとのリスク観に
着目した推論をおこない、脱農化パラドクス現象に一定の合理性を与えたとともに、非農業部門の拡大が集約的
技術による農業の近代化を誘起しうることを演繹的に示した。

研究成果の概要（英文）：Since the late twentieth century, the rural areas of Southeast Asia have 
experienced socio-economic changes referred to as de-agrarianization, while at the same time the 
agricultural sector has continued to grow, referred to as agriculturalization. This study examined 
this seemingly paradoxical change in contemporary rural Southeast Asia, the paradox of 
de-agrarianization. This study found that it is the “relative” de-agrarianization and the 
continuous agricultural development behind industrialization can be partly explained by the rich 
endowment of ecological resources in the region. Under uncertain natural conditions in the tropics, 
applying the theory of risk homeostasis to the livelihood strategy of rural households, the 
expansion of non-farm income (less risk associated with agriculture) can proceed alongside 
agricultural intensification (risk-taking behavior). 

研究分野：熱帯農学、農業生態学、農業・農村開発、東南アジア地域研究

キーワード： 農村生業　農業発展　不確実性　リスク　農外収入　生計多様化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東南アジアにおける脱農化の相対的性格を明らかにし、同地域の農村福祉向上を目指す農業開発やそれを支える
農学研究の意義とあり方を現代の文脈のなかで再評価した。本研究で推論した脱農化パラドクスのメカニズムか
ら農業技術面での近代化の進行が他律的な性質を多分に持つことが示唆され、東南アジアあるいは熱帯地域の農
業・農村開発を適切に進める上で、農外セクターや非農業の生業活動との相互作用を一層考慮する必要があるこ
とがわかった。また、東南アジア地域研究における従来の仮説群をバージョンアップするための方針が得られ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
東南アジアは脱農化の最中にあるとされてきた（Rigg 2001）。脱農化とは、経済活動や生活の
あらゆる側面において、人びとが農業や農村、農民的な様式を脱していく変化である。1970 年
代以降、工業化の進展により各国の GDP に占める農業部門の割合は急減しており、農外就労機会
の拡大は世帯生計内で農業収入の占める比率を大幅に縮小させた。今世紀に入って、これらの意
味における脱農化はさらに進行している。 
しかし、東南アジアの脱農化は、多くの先進国が経験したプロセス、たとえば都市部への人口
流出による農村社会の崩壊や条件不利地での農業衰退とは異なる様相をみせているようである。
マクロ統計を概観してみると、農村人口や農業従事者の割合は比較的高い水準が維持され、特に
東南アジア大陸部の諸国において、農業生産は拡大し技術的集約化も進んでいることがわかる。
つまり、脱農化が進行する中でも、依然として多くの人びとが農村に住み続け、農業を営み続け
ているのである。これは、東南アジアにおける非農業部門の経済的発展（≒脱農化）は、農村社
会の縮小・崩壊や小規模農業の衰退を一律にもたらすのではなく、むしろ逆に農業や農村を拡
大・存続する方向へ導く側面があることを示唆している。 
 
２．研究の目的 
本研究では、上に述べたような逆説的な状況について東南アジア地域の農業生態的特徴を踏
まえた分析と考察を加え、非農業部門の拡大と農業の発展との間にある関係を説明しうる枠組
みを構築することを目指す。具体的な研究目的は以下の 4点である。 
（1）東南アジアにおいて脱農化現象と農業発展とが同時進行している逆説的状況の構造につい
て、近年までの中長期的な公式統計データを用いて明らかにする。加えて、東南アジア以外の国
や地域との比較を通じて相対化することにより、東南アジアにおける状況の特徴を抽出する。こ
れらから東南アジアの農業・農村の変容が、普遍的な社会経済発展の一パターンに帰するのか、
あるいは東南アジア地域に固有の特性と深く結びついた発展形態とされうるのかを検討する。 
（2）東南アジア地域（熱帯地域）の農業生態的な特徴である農業資源の豊かさと不確実性につ
いて、近年利用可能となった全球的気象データのセットを用いた再検討をおこなう。 
（3）以上を踏まえて、脱農化と農業発展の並行が東南アジアの地域特性と関係が深い現象であ
ると仮定したときに脱農化と農業化との間に存在しうる因果関係のメカニズムについて推論す
る。熱帯農業発展の鍵となってきた生態的特徴の不確実性を重視し、小農世帯のリスク観に基づ
いた説明枠組みを設定することにより仮説を導出する。 
（4）今後の研究展開に向けて、東南アジアにおける農村世帯の生業構造を表す定量的指標を軸
とした簡便な調査手法を開発する。 
 
３．研究の方法 
本研究で用いる国・地域レベルの統計データは農業開発分野の国際機関によって公開されて
いるデータベース、FAOSTAT（fao.org/faostat）と World Bank Open Data（data.worldbank.org）
から得た。東南アジアとの比較対象とした国・地域は、異なる時期に急速な経済発展を経験して
きた国・地域から選んだ。具体的には、地理的に近い東アジアの国々（日本・中国・韓国）と小
農的特徴がわりあいに濃く存在する欧州地域とした。 
農業資源に関する分析は、降水量よりも作物が利用可能な水の量や変動の方が熱帯農業の特
徴に反映していると思われるため、長期間かつ全球的に整備されている気象データを用いて、降
水量と作物が利用可能な水の豊かさと不確実性に関して比較検討した。TerraClimate データベ
ース(https://www.climatologylab.org/)は、約 4km メッシュの解像度で 1958年〜2019 年まで
の地表面気象データを整備し提供している。このデータベースの月降水量と月 Climatic water 
deficit (CWD)を分析に用いた。CWD は、気温と日射のみによって決まる最大蒸発散量から、そ
れらの気象条件に加えて降雨や土壌水分などの水条件を考慮して計算した実蒸発散量を引いた
値で、乾燥ストレスの度合いを表す指標である（Stephenson 1998）。東アジアモンスーン地域に
おける東南アジアと温帯において、これらのデータを比較した。 
研究代表者・分担者・協力者の全員による合同現地調査と個別研究者による現地調査を実施し、
脱農化と農業発展を含む東南アジア農村における村・世帯レベルの現代的変化の様態を把握し
た。合同現地調査によって研究者間で同一事例を共有しながら、仮説形成に向けた議論を進めた。
現地調査の対象地域は、平原・山地・島嶼部の異なる農業生態区分から選んだ。具体的にはミャ
ンマー中央乾燥平原、東北タイ、ラオス北部山地、インドネシア・アンボン島、スラウェシ島な
どで現地調査を実施した。 
生業構造（生計多様度）を表す指数と簡易調査手法の開発については、先行研究で常套的に用
いられてきた指数に対して運用時の汎用性と簡易性を高めるための論点を見出し、一定の幅を
もった基準の付与を検討した。基準設定の際には、東南アジア農村研究の事例や研究代表者らが
現地調査経験で得た知見を重視した。 
なお、本研究では脱農化について農村人口や農業生産、農業部門からの収入の縮小など多分に



経済的な側面から議論している。先行研究にみられるような生活様式や就業志向性などといっ
た文化社会的な要素まで広く含める包括的な概念よりも、その範囲は限定的である。 
 
４．研究成果 
（1）東南アジアにおける相対的な脱農化と「脱農化パラドクス」 
世界人口において都市人口が農村人口を 2007 年に逆転したが、現在までに東南アジアの農村
人口割合も 5割近くにまで低下した。同様に農業部門の就業人口の割合も減少してきた。また、
東南アジア諸国では軒並み農業部門が GDP に占める割合も逓減しており、1990 年代以降はベト
ナムで、2000 年代以降はカンボジア、ラオス、ミャンマーで急速に低下してきた。マクロ経済
データは東南アジアの脱農化が今世紀に入ってさらに進行していることを示している。 
しかし、これらの指標における
比率の低下はかならずしも絶対
的な数値の減少を伴っていない。
東南アジアの農村人口そのもの
は、1990 年代に微増が続いた後、
安定的傾向にある。農業部門 GDP
比率の低下もまた、製造業やサー
ビス業部門の急激な拡大に比し
た値である。現代東南アジアの脱
農化は、GDP に占める農業部門の
割合や総人口に対する農村人口
の比率などにみられる相対的な
変化だといえる（表 1）。 
一方、FAO により算出される食
用作物の総合的な生産指数
（Production Index）では東・東
南アジア地域の値は世界平均値
を上回る増加をみせており、東南アジア諸国の主要
作目の多くにおいて作付面積や収量の増加傾向が
現在まで続いている（表 1）。これは、日本を含む多
くの先進諸国が高度経済成長期とそれ以降に経験
した、農業・農村の停滞や衰退（たとえば離農や過
疎の問題化）を伴う実質的な脱農化とは異なってい
ると考えられる。 
つまり、東南アジアでは相対的な脱農化と農業化
が同時に進行しているといえる。たとえば、過去数
十年間における農村人口比率と主要作物の作付面
積の変化のあいだには明確な逆相関がみられた（図
1）。現代の東南アジアは、相対的な意味での脱農化
が進む一方で、依然として数多くの人びとが農村で
の暮らしを続けており、技術的な近代化・集約化あ
るいは面的拡大を含む農業発展が同時進行する逆
説的状態、相対的な脱農化と農業化が同時に進行す
る「脱農化パラドクス」と呼びうる状況の中にある
といえるだろう。 
 
（2）東南アジア農業資源の豊かさと不確実性 
東南アジアの農業形成における自然条件として、農業資源の賦存量の大きさと自然環境の不
確実性の高さが指摘されている。モンスーン気候による豊富な降雨や肥沃な土壌条件による高
い一次生産力は、多様な土地利用や作物複合を実現するとともに、農村人口の増加や農地の拡大
に貢献してきた。また、不安定な降雨への技術的適応を一因として、生業構造や生計構造が多様
化したとされている。一方、植生分布が単に雨量の大小で決まらないことが知られており、降水
量よりも作物が利用可能な水の量や変動の方が東南アジア農業の特徴に反映していると思われ
る。長期間かつ全球的に整備されている気象データを用いて、降水量を含めた水文要因を比較し、
豊かさおよび不確実性をより的確に評価する要因を検討するとともに、水文環境と東南アジア
農業との関係について考察した。 
  分析の結果、降水量は、島嶼部における豊富かつ確実な降雨は評価できるが、東南アジアが温
帯よりも不確実とはいえなかった。一方で、蒸発散量は、東南アジアにおける農業資源の賦存量
の大きさを表すことができ、CWD は大陸部で乾燥しており年変動が大きいことや季節の転換時期
が不明瞭であることなどの特徴をよく捉えていた。また、島嶼部では、流出量が大きいことから、
降水は、植物がその多くを利用できないまま流出していることが示唆された。よって、降水量だ
けよりも、植物が利用可能な水分量を考慮する方が、東南アジア農業の特徴に関係する自然条件
をよく捉えることができると考えられる。 



賦存量からみた豊かさは東南アジアが東アジア
よりも高いといえる。また、植物生産を行なう上で
の水分量は、大陸部は乾燥し、島嶼部では必要以上
の供給があることによって、不確実性が高められ
ていると考えられる（図 2）。農業技術の展開にお
いては、大陸部では乾燥ストレスに対応すること
が必要であった一方で、島嶼部では「多すぎる水」
への対処が重要であったと考えられる。東南アジ
アの大陸部と島嶼部における水文条件の違いを反
映して、前者では貯水や用水などの農業土木的な
技術発展の他、生育期間や品種選択などの栽培学
的な適応が行われてきた一方で、後者では、排水と
治水が必要不可欠なことを一因として、永年作物
栽培やアグロフォレストリーが展開してきたと思
われる。 
 
（3）農業のリスク動態に着目した説明仮説 
東南アジアの脱農化パラドクスを、同地域の特徴である農業資源の不確実性を前提として、ミ
クロな視点における生計リスクに論点を絞って考察することによって、同地域に特徴的な発展
のあり方の提示を試みた。仮に脱農化と農業発展の相関関係が擬似的なものではなく何らかの
因果を含んでいるものであるとするならば、どのような説明を与えられるのかを検討した。 
 前節で論じたように東南アジアを含む熱帯地域の農業は不確実性によって特徴付けられる。
温帯地域の農業が安定的な自然資源を効率的に利用するべく発達してきたのとは対照的に、熱
帯の農業は不確実な自然環境の下でもできるだけ安定的に成り立たせられるような農業と生業
の体系を構築してきたといえる。よって、東南アジアの農業や農村生業の変容を論じるときには、
温帯の先進国で重視されてきた生産性や収益性を基準におくのではなく、安定性やリスクによ
り注目すべきだと考えられる。実際、熱帯の農村研究においては、作物の多様化や農地の分散な
どのリスク分散機能がしばしば注目され、リスク管理を中心に据えた生計戦略に基づいて各地
の生業体系が育まれてきたことが指摘されている。 
しかし、東南アジア農村では、リスク回避だけではなく、リスク・テイキングな変化も同時に
起こっている。リスクは下げるもの／回避するものとする従来の一方向的なリスクの捉え方で
は適用範囲に限界がある。本研究では、リスク回避的行為とリスク・テイキング的行為を同じ土
俵の上で論じるために、農村に暮らす人びとが生計における農業のリスクを一定に保とうとす
る（リスク恒常性が機能している）と仮定した。その上で脱農化と農業化の同時進行を説明する
仮説を形成した（図 3）。 
本研究で導き出された仮説は、東南アジアの脱農化パラドクスを次のように解釈するもので
ある。熱帯における生態環境の不確実性の大きさは、それに適応した技術・社会体系が構築され
ることで緩和されるものの、農業において高いリスクを生じさせる条件である。これは、不作時
の損失がかさむという意味において一般にリスク・テイキングな変化といえる技術的集約化に
対する潜在的な障壁となる。しかし、相対的な脱
農化（非農業部門の成長）が進んで生計内におけ
る農業のリスク量が縮小するのにともない、逆
に、人びとは最適水準までリスク量を高める変
化（農業技術の近代化）を求め、豊富な生態資源
を背景にした農業生産性の向上が実現される。
相対的な脱農化が進むほどに農業発展を遂げる
という逆説的な因果関係の筋道は、このように
推考できる。本仮説に従うとき、東南アジアの脱
農化パラドクスは、非農業部門と農業との経済
的な共栄関係（co-prosperity）によって成り立
つ、さらには都市と農村の共存（coexistence）
を示唆するものであり、脱農化よりもむしろ「共
農業化（co-agriculturalization）」と呼ぶに相
応しい変化だといえる。 
 
（4）農村生業構造の定量的指標の開発 
今後は、ここまでに得た分析枠組みや仮説の案をたたき台として、広域かつ継続的な農村調査
の結果を用いた帰納的な考察を加えることにより、議論の精緻化とスケールアップを目指した
い。そのためには、世帯の生計戦略などの観点からも重要なポイントとなる生業構造の多様化に
関する定量的指標が求められる。これまでにも様々な手法で農村生業の定量的な把握がなされ
てきたが、農村生業は当該地域の文脈と深く関係するため、手法の汎用性はあまり注目されず、
比較分析やメタ分析の基礎情報として扱いにくかった。また、データ精度と調査コストとは一般
にトレードオフの関係にあり、実際上、粗さの許容と簡易さの追求との妥協点が常に探られてき



た。本研究では、東南アジア域内での広範な比較研究への適用を念頭におき、農村世帯の生業構
造を示す簡便な定量的指標の開発をおこなった。 
  Martin and Lorenzen (2016)や Perz et al.(2013)などの先行研究から 2つの生計多様度指
数を選定して、標準化と簡便化を検討した。指数のひとつは SLDI（Structural Livelihood 
Diversity Index）と呼ばれる、最も簡易で一般的な指標である。もうひとつはDLDI（Distributive 
Livelihood Diversity Index）と呼ばれる指標であり、SLDI には反映されない各生計活動の重
要度（全体に占める割合）も評価される。SLDI は、世帯員が従事する生計活動の種数を合計し
た値である。本指数の標準化には生計活動種別の基本区分と最大数を定める必要がある。Loison
（2015）の分類を参考にして分野・機能・空間的特徴や種別間の相互連関のバランスを考慮し、
特定領域への過度の重み付けを避け、一定の検出感度を保てる種別区分（数）を検討した。その
結果、研究代表者らの調査経験も踏まえて 12 の基本区分を設定した（表 2）。DLDI でも標準化の
ために種別区分は 12 の基本区分を用いることとした。DLDI における依存度（P）は、様々な調
査地の特徴やインフォーマントの状況に対応するためには、年間収入や消費、労働時間、生計上
の主観的重要度などから柔軟に項目を選ぶ必要がある。データ精度の観点からみると依存度は
緻密な定量データからの算出が望ましいが、明瞭で詳細な定量的回答の取得が困難な状況に対
応するため、精度の許容範囲を考慮しつつ、取得方法の簡便化を検討した。その結果、5段階の
範囲区分を設定し、取得データ精度における最低限の目安とした。 

 
これらの結果を東南アジア農村の調査事例に適用したところ、生計活動の種別数は 4～9、一
世帯が従事する生計活動数の平均を表す SLDI は 1.7～3.5、DLDI は 1.4～2.1 の範囲をとった。 
以上から、SLDI と DLDI の 2 指数を適切に標準化・簡便化することで東南アジア農村の生業構造
を表す簡易指標が得られる見込みがあると考えた。特定の種別（群）の家計内の重要度の把握な
どへの応用も期待できるだろう。 
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